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第21回 入学式式辞

皆 さん、入 学 おめ で と う。

希望 に あふれ る、一 人 、一・人 の澄 み切 った瞳 を見

る につ け、 「入試 」 とい う難関 に挑 戦 し、見 事 、栄

冠 をか ち と られ た皆 さん へ 、あ らためて 、心 か らの

祝福 を贈 ります。

新 入生 の皆 さん が、本 日、只今 か ら、 その 第一 歩

を踏 み 出 そ うと して い る医学 は、単 なる浅 薄 な診療

技術 を意 味 す るもの で はあ りませ ん。診 断や 治療 と

い った技 術的 な面 を学 ぶ 前 に、今 、 「社 会」 が皆 さ

ん に求 めて い る 「期待 され る医師像 」 とい うものが 、

如何 なる ものか を 、今 日 とい う日に是非 とも真剣 に

考 えて ほ しいので す 。

その た めに は幅 広 い教 養 を身 につ け、豊 か な人 間

性 、 自主 的 な判断 力 を常 に養い、 よ り高度 な社 会性

を身 につ ける必要 があ ります。

「初心 忘 るべ か らず」 です
。今 日とい う日か ら始

ま って生 涯 を通 して 学習 し、 「未知 なる もの」 へ敢

然 と して 挑戦 す る 勇気 を持 って下 さい。 そ して また 、

た だ単 に、専 門分 野 のみ にと どま らず 、全般 にわた

る広 い視 野 と高 い 見識 を保 持 して 下 さい。

人 間性 あふれ る豊 か な感性 と 「病 める人達 」 への

限 りない暖 か さに満 ち満 ちた 医学生 で あ って 欲 しい

の です 。

さらに は生 命倫 理 に対 す る深 い畏 敬 の念 を片時 も

忘 れず 、常 に病 め る人た ちの立場 に立つ こと 、つ ま

り、人 の痛 み をわ が痛 み とと らえる医療 を行 える医

師 で あるた め には 、単 に医学 のみ で な く、 その周 辺

領域 に係 る知識 と深 い教 養 を是非 とも学 びと って頂

きたい 。

また 、 これ か らの医師 は、既 に病 に倒 れた人達 を

いやす 努 力 と同様 に 「環 境医 学」 にも卓越 した対処

能 力 を学 び とる必 要 が あ ります。

本年 の9月4fl、5日 の 両 日 には 、新 装 な った

「国際 会議場 」 において
、旭川 医科 大学 が事 猪局 と

な って 、 欧米 か ら多数 のエ キ スパ ー トの参加 をえて 、

第一 回 の国 際臨 床環 境医 学会 議 が開催 されます が 、

地 球環境 の変化 が疾 病構 造 に及ぼ す影響 の研 究 な ど

につ いて も積 極 果敢 にチ ャ レンジす る医学 者で あ っ

学 長 清 水 哲 也

て ほ しい と思 い ます 。

この よ うに、今や 医学 は 、 そ して医療 は、激 しく

移 り変 わる社会 事象 か ら隔 絶 された 「医療施 設」 の

なか にの み孤立 して存 在 す る状況で はな くなって 来

てお ります。

した がって6年 間 とい う限 られた期 間 に幅 広 い教

養 と医学 の専門的 学 習 を両 立 させるた め には、必 ら

ず しも一 般 教育 、専 門課程 とい う型式的 な区 分 にと

らわれ るこ とな く、 全体 を一 貫 と した観 点 か ら考 え

る必要 があ ります。

旭川 医科 大学 で は、 その教 育効 果 を期 待 して 、開

学当初 よ り6年 ・貫 教育 とい う思 想 に立脚 した カ リ

キ ュ ラム を実施 して お ります。

…般 教育 は共通 基礎 科 目、専 門へ の基礎科 目、医

学 との学際 的学科 目、医学 以 外 の 「学科 目の概 論 」

の4分 野 に配置 されて い ます が、本 学 で実施 されて

い る、い わ ゆる 「統 合医 学型 」 の利点 は 、 とくに医

学教 育の 効率化 と同 時 に学 習の モチベ ー ションを高

め る効果 が あ ります。

本 年 は、折 しも開 学20周 年 に当 り、卒業生 の数 も

1600余 名 に達 し、早 くも本学 の 卒業生 の中 か ら、母

校 の教 授 の誕生 を見て お りま す。

数学 や物 理 ・化学 とい った基礎科 目は 、医学 の専

門課程 に入 る前 の ミニ マムエ ッセ ン シャルで もあ り

ます。高 度の科 学技 術 が駆使 されて い る 「医学 の最

前線 」で 、 これ らの基礎 科 目 を身 につ けて い ない学

生 は、将 来 「専門課 程」 の履 修 に際 して大 きな困難

に直面 す るこ とにな り ます 。

また同時 に国 際的 な場 で活 躍 す るため に は、語 学

の能 力がip1にもま して要 求 され ます 。

お わ りに 「部活」 などの課 外活動 に も積 極的 に参

加 して強 靭 な肉体 と強 い意志 力の酒 養 に努めて 下 さ

い。 本学 のキ ャ ンパ ス をと りま く雄 大 な自然 が声 な

き声援 を送 って くれ るこ とで あ りま しょ う。

希望 に満 ち溢 れた諸 看の 前途 に、再 度祝 福 を送 っ

て式 辞 と致 します。
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ACoolHead十AWarmHeart

数学教授 山 内 一 也
(第1学 年担当)

新 入生 の皆 さん 、入学 お めで と う。長 く厳 しい受

験勉 強 に耐 え、晴 れて 入学 を果 た された皆 さんの今

の気持 ち は察 す る に余 りあ ります。大 空 の下 に くっ

き りと白 く輝 く大雪 のR#々 さえ も皆 さん の門出 を祝

福 して い るかの よ うに感 じられ る事で しょう。 これ

か らの 自分 の将 来 に大 きな期 待 を抱 いて い ること と

思 い ます 。 しか し、 また同時 に山の彼 方 が見 えぬ よ

うに どこか漠然 と した不 安 の入 り交 じっ た心境 にも

あ るので は ないで し ょうか。医学 をただ単 に学 問 と

して修 め るだ けで な く、1人 の医 者 と して 患者 に接

し、時 には その患者 の 命 を も預 か るとい う立場 に立

つ のです か ら、や り甲斐 の あ る仕 事 と して の期待 と

自分 はその よ うな医者 に な りえるで あろ うか とい う

不 安 が入 り交 じるの は当 然で あ りま しょ う。

さて本学 の学 生 と なった 皆 さん には次の 言葉 を思

い出 して ほ しいの で す。(誰 の 言葉 か忘れ ました が)

ACoolHead十AWarmHeart

この 言葉 は 、学 則 の 冒頭 に述 べ られ てい る本 学 の教

育 目標 で あ る 「進 歩 した 医学 の修得 」 と 「医の倫 理

に徹 した 高潔 な人格 の育 成Jに も相 い通 じる ものが

あ ります。 医学 は、生 物 学 、化 学 、物理 学 、統 計 学

等 々広範 囲 な自然科 学 を基礎 と して 成 り立 って い る

学 問で あ ります。従 って 日進 月歩 す る医学 の本 質 を

真 に理解 す るた め に も、 先ず これ らの分野 を きっち

りと固 めて お く必要 があ ります。進 歩 した医学 を修

得 す るた め には膨 大 な量 の知識 を頭 に入 れ なけ れば

な りません が、木 を見て森 を見 ない式 の学 習態 度 は

厳 に慎 むべ きで す。 勿論一 つ一つ の木 々 を見ず して

森 の本 質 を理 解で きぬ こと明 らかで あ り ますが、 自

分 が今 どの よ うな森 の なか を歩 いて い るの かを常 に

心掛 け なが ら学 習 す るこ とが大事 だ と思 い ます。 そ

の上 で初 めて具体 的 な問題 に対 して も冷静 な判 断 を

下 せ る実 力を身 にっ ける事 が出来 るので は ないで し

よ うか。

医学 は 、接 す る相 手 が人 聞で ある が故 に、自然科

学 と して と らえ るだ けで は不十 分で あ ります。 そこ

に医者 の仕 事 と して のや り甲斐 があ り同時 に難 しさ

が あ ります。人 聞或 いは人 間社 会 を研究 対象 と して

い る分野 に人 文科 学或 い は社 会科 学 があ ります。 哲

学 、心 理学 を初 め とす る これ らの分野 の講義 が最初

の1年 半 に集 中的 に行 われ ます。勿 論1年 半 の講義

を学 ん だか らとい って 、皆 さん の人間理 解 が急 に深

まる わけで はあ りませ ん。 これ か らの一 生涯 を通 じ

て 多 くの人 に接 す る中 で、学 ん だ内容 を皆 さん 自身

が肉づ け を し己 自身の血 肉 と して い くべ き課題 で す。

皆 さん は是 非 と もこの人文 、社会 分野 の講義 を大切

に し我 々の先輩 た ちが どの よ うに人 間 を理解 して き

たの か 、 その 目、心 を学 び と って 欲 しい もの です 。

皆 さん の大学生 活 の主要 部 分 が学 業 にあ るこ とは

当然で あ りますが 、も う一 っ 大事 なことは友人 と言吾

り、遊 ぶ こ とで あ ります。孤 独 に なら ない こ とで す。

多 くの人達 はサ ー クル等 に入 り、先輩 たち との交 わ

りの 中で徐 々に大学生 活 に も慣 れてい くもの と思 い

ます が、年 にi、2回 ク ラス コ ンパ を行 うの も良 い

ことで しょ う。

医学 部 は卒業生 の殆 ど全て が同一 の職 業 に付 くと

い う特 殊 な学 部 です。 その た め にお互 いに助 け合 う

気 持 ち は他 学部 出身 の学生 た ち よ りも強 い よ うで す

が その反 面 唯我独 尊的 態度 に陥 る危険 性 が あ ります。

特 に本 学 は単 科 大学で すの で 、異 な る学部 の 多様 な

学 生達 と交 わ る機 会 も多 くあ りません。 サ ークル活

動 、社 会活動 等 を通 じて、他 大学の学 生 諸君 と、時

には酒 など も酌 み交 わ し、大 い に語 り合 って ほ しい

もので す。 そ うい う交 わ りの 中 か ら、価値 観 の異 な

る人 を許容 す る心 、弱 者 を思 いや る心 も培 われ るも

の と思 い ます。 そ して10数 年後 には

ACoolHead-f-AWarmHeart

に更 にプ ラス αを付 け加 えた 花 も実 もある頼 も しい

医 者 に育 った皆 さんの姿 に会 え るもの と期 待 して い

ます。
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大学生活における自己健康管理について

内科学第二講座 助教授

新 人生 の皆 さん、御 入学 おめで と うご ざい ます。

受験 勉強 、入 学試験 、入学式 、 そ して新 た な大学 生

活 の開始 とめ ま ぐる しい毎 日をお くられて い るこ と

と存 じます が、旭川 で の新生 活 はい かがで しょ うか 。

初 めて親 元 を離 れ、 アパ ー ト ・下 宿生活 を され てい

る方 も多い と思 い ます。高校 時代 まで は 食生 活 を含

め健 康管 理 は ほとん ど親 任 せで よか ったで しょ うが、

これか らは自 らの健 康管 理 は 自ら行 うこ とを 自覚 す

べ きだ と思 い ます 。医 師の卵 で あ る医学 生 が 臼己の

健 康管理 がで きない よ うで は甚だ心 もと ない もので

す。

さて 、糖尿 病 、高脂血 症 、肥満症 、動 脈硬 化症 な

ど成人病 を専 門 に して い る関係 で 、成 人病 の予 防 は

学生 時代 か ら始 め るべ きで あ り、 それが 自己健 康 管

理 につ ながる とい う観点 か らここ に述 べ させて いた

だ きた い と思 い ます。近 年 、上記 の疾 患 や高血圧 、

心 筋梗 塞、脳梗 塞 、悪性 新生物 な どの成 人病 の増 加

は著 しい もの があ り、、日本人 の死 因 の大部分 を占め 、

その予 防 は国 家的 規模 で重要 な問題 の一・つ と なって

い ます 。子供時 代 の健 康 は殆 ど親 の問題 とい って い

いで しょ うが、 その後 の健康 問題 は体 質 ・遺 伝 と関

連 した疾 患 を除 いて 、殆 ど本 人の生 活 の集大 成 され

た もの とい って もい いか も知れ ませ ん。

成人病 が増 加 して い る背景 と して 、第 一 に社 会環

境 の複雑 化 に よるス トレスの増大 が あげ られ ます。

成 人だ けで は な く子 供 も学生 も、大変 な精神 的 ス ト

レスを受 けて お り、 この ス トレスの増大 が成 人病 だ

けで な く、神経 症 の誘 因 と もなって います。 第二 に、

車 社会 の進 展 と産 業構造 の 変化 に基 づ く運動 不足 が

あ ります。 日本人 の80%以 上 に運動 不足 が認 め られ

る とい われて い ます が、 これ は肥満 を もた ら し、糖

尿 病 な どの成 人病 の誘 因 とな り、老化 をも進 行 させ

て い ます。第 三 に、食生 活 の変化 が あ ります。過 食

や動物性 脂肪 、 コ レステ ロールの豊 富 な西 欧風 の食

事 は肥満 、糖 尿病 、高脂 血症 、心臓 疾 患の原 因 と な

ります し、 肉食主義 、野 菜 や食物線 維 の不足 とい う

偏 食 は悪 性新生 物 や動脈 硬化 症の誘 因 に なるで しょ

う。 そこで上 手 に健 康管 理 す るには 、 うま くス トレ

衛 藤 雅 昭

スに対処 し、活 発 な日常生 活 をお くり、意 識 的 に運

動 を負荷 し、食生活 に も充 分配 慮 す るこ とが大 事 と

い え ます。

若 い大学 生 にとって は成 人病 なんて関 係 ない とお

っ しゃるで しょ うが、 どん な年齢 にお いて も将 来起

こ りうる成人病 のr防 が 自己健 康管 理 の基本 と私 は

考 えて い ます 。

も う少 し付 け加 え させて い ただ きます と、 まず ス

トレスへ の対処 で あ り ますが 、私 は遊 びの重要 性 に

つ いて強調 したい と思 い ます 。 「どん な遊 びがで き

るの か」 と聞 かれて 答 え られず 、遊 び を知 ら ない、

趣 昧 の少 ない 人 が多い よ うに 見受 け ます。確 か に医

学部6年 間で学 ぶぺ きこ とは 多 く、 うかつ に学 生生

活 を過 ご して い ると卒業 や国 家 試験 が危 うく なる心

配 があ り、や は り医 学部 の場 合 、勉強 を しな さいと

い うの が当然 と思 い ます。 ま た、医 師 とい う職 業 は

一 生 が勉強 の連 続で あhま す。 しか し、勉 強 を する

時間 を少 し割 いて 、遊 びや趣 昧 に用 い るこ とは気分

転 換 にもな る し、ゆ と り ・くっ ろ ぎを作 り、 ス トレ

ス を解 消 す る1二にも大切 なこ と と思 い ます。 こ のよ

うな意 味 にお いて も、運 動部 や文化部 に所属 し活動

す るこ とは よい こと と考 えま す。 さらに運 動部 で の

活動 は運動 不足 の解 消 に もな る ことで しょ う。

最 後 に、食生 活 で あ ります が、過 食 、偏 食 を避 け、

栄養 バ ラ ンスの よい食事 を一 日3度 きちん と摂 取 す

るこ とが大 事で す。 某大学 の調査 で は約 半数 の学生

の朝 食 抜 き、 また夕食 の栄 養素 の ア ンバ ラ ンス 、特

に緑 黄色 野菜 の不足 が報告 されて い ます 。食 事 は体

作 り、健 康 の基本 で あ り ます ので特 に注意 が必要 で

す。

皆 さん が精 神的 にも肉体的 に も健 康 な学 生生 活 を

お くられ ます こ とを切望 す る と共 に、この拙 文 が そ

の一助 となれ ば幸 いで す。
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第6学 年 喝熊 谷 亜 矢

新 入生 の皆 さん 、御 人学 おめで と うご ざい ます。

入 学式 か ら早 くも1ヶ 月が過 ぎ、 そろそろ新 しい生

活 も慣 れつつ ある時期 で は ないで しょ うか。 皆 さん

の 目指 す道 へや っ と最 初 の一・歩 を踏 み 出 した ので す

か ら多 くの 目標 や抱負 を胸 に、有意 義 な学生生 活 を

送 って もらいた い と思 い ます。

6年 生 と なった私 が今一 番 感 じてい る こと は、学

生 生活 は本 当 に短 い とい う事 です 。6年 間で は勉 強

しきれ ない もの や、 身 につ け られ ない事 は沢 山 あ り

ます。 それは専 門的 な学 問で あ り、 また人間 と して

の心の持 ち方で もあ ります。

まず 、 日常の学 業 につ いて は、常 に疑 問 を持つ よ

うに し、 それ に対 して積極 的 に自 ら学 ぽ うと い う態

度 で取 り組 むべ きだ と思 い ます。長 期休 暇 に旅行 を

した り、 ク ラブ活 動 に精 を出すの も良 い事 で すが 、

毎 日の授 業 を しっ か りと受 け、知識 を積 み 重 ねて ほ

しい もので す。絶 対 に無駄 には な らず 、学 年 が進 む

につ れ 、役 立 って くるはずで す。私 も臨床 実習 を行

い なが ら、授 業 の大切 さは ひ しひ しと感 じます。

また 、皆 さんが 目指 す 医師 とい う職 業 は、常 に病

に悩 む…人 の人 聞 との かか わ りで す。 言葉で 示 すの

は簡単 で すが 、視 野 を広 げ、 自分 なりの哲学 を持 ち 、

相 手 を思 いや る気持 を持 た な ければ な りません。 そ

の よ うな事 を学 び 、身 にっ け るこ とは容 易で はない

で しょう。 しか し、短 い学 生 生活 の間 に も様 々な機

会 があ るはず です。 自分 が一 患者 の家族 とな り、回

復 をま ち望 む こ とも、 また 自分 が実際 に病気 にな る

こ と もある か も しれ ません。 その時 に感 じた事 を忘

れ ないで いて ほ しい と思 い ます。 私 も昨 年 の春 に父

親 を病気 で亡 く しま した が、療養 中 の2ケ 月の間 に

考 えた こ とは患者 さん の家族 の気持 、医師 の患者 さ

ん へ の接 し方 、死生 観 などで これ は今 まで 学 んだ事

の 中で最 も大 きい ことだ った よ うに感 じます。悲 し

い経 験 で した が、医学 を志 して い る者 と して その こ

と をバ ネと し、よ り勉強 す る励 み と なってい ます。

これ か らの6年 間 で皆 さん も色 々 な事 を経験 す る

で しょ う。 その ひ とつ ひ とつ を糧 と し、将来 に役 立

てて ほ しい と思 い ます 。 くれ ぐれ も健 康 に留 意 し、

悔 いの ない思 い出 にの こ る学 生生 活 を送 られ るよ う

心 か ら望 み 、歓迎 の言葉 とい た します。

一__
第2学 年 皆 川 祐 子

新 入生 の 皆 さん 、御 入学 おめで と うご ざい ます。

私 は、 まが りな りに も先輩 と呼 ばれ る身分 にな り、

偉 そ うです が、新 入生 の皆 さん に メ ッセ ー ジを贈 る

こ とに な りま した 。

皆 さん は、新 しい環 境 には も う慣 れ ま した か。 さ

す が大 学 だ けあ って 、全国(あ るい は世界)各 地 か

ら人 が集 まって きて い ます 。 また 、医 学 部 とい う特

殊 な集 団 で あるせ いで し ょうか 、以 前 に社 会 に出 た

ことが あ る人 や他 の大学 に も行 った 人、家庭 を持 っ

て い る人 、 予備 校 に行 って いた 人 、つ い最 近 まで 高

校生 だ った人 、 みん な ごち ゃまぜ に なって 、医 師 め

ざして勉強 して い ます。私 の周 りを見て み ると、強

烈 な個 性 を もち、 それぞ れの価値 観 をもって生 き生

きと生 きて い る人 達 が 多い よ うに思 われ ます 。 ど う

か ・年生 だ け と言 わず 、 い ろいろ な人 と話 してみ て

下 さい。 きっ と、何 か が得 られ ると思 います 。

それ か ら、次 の こと はあ るお医者 さん もおっ しゃ

って いた こ とで すが 、受験勉 強 で思 い き りな まって

_=====コ

しま った体 に、体 力 をつ けて あげて 下 さい。医 者 に

なる と術場 で何 時 間 も立 って仕 事 を しなけれ ば な ら

なか った り、何 か と体 力 を要 す るそ うで す。 また本

学 の試験 や実 習 は、 なか なか ハー ドなものだ と言 わ

れ てい ます。 幸 い、旭川 医 大 は スポー ツの盛 ん な大

学 であ り、旭 川体 育 大学 医学 部 と言 わ れ るほ どで す。

旭 川 は、寒 さの厳 しい所 と言 われ ます が、 その代

わ り、 春や夏 は過 ご しや す く、素晴 しい所だ と思 い

ます。厚 く雪 が降 り積 もった 大地 も、雪 が溶 け ると

毎 年 ち ゃん と、 さま ざまな草 木 が生 え、花 を咲 か せ

ます。 今 まで、 やや もす る と綺麗 だ とか、 す ごい と

か感動 す るこ とを忘 れ がちだ った私 の 日常 に、 ここ

で の四季 は感 動 を与 えて くれ ま した。通 学途 中の家

の庭 先 で花 が次 か ら次 へ と咲 くの を去年 見 ま した が 、

短 い自分 の季節 を ・生 懸 命 に頑張 って い るよ うで 、

目 を見 は る もの が あ りま した 。旭川 が初 めて の人 も、

そ うで ない 人 に も、 これ か らの良 い季節 が待 ち遠 し

い ことで しょ う。 これ か ら始 まる6年 間 も、旭川 の

夏 の よ うに、一生 懸命 な、パ ワフル な もの に なる と

よいで す ね。
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平成5年 度の主な行事
今 年度の主 な行 事 は次 の とお りで す。

4月9日 人 学式

4月19日 ～20日 新 入生 研修

6月4日m日 医大 祭

9月8日

9月22日

11月5日

体育大会

解剖体慰霊式

本学記念日

開学20周年記念行事

学士学位記授与式

(学生課)

平成5年 度運営組織
本学には、医学教育についての調査研究、教育課

程の編集、修学指導、授業及び試験の実施、単位の

修得及び駁修、学籍関係等について審議する機関と

して教務委員会があります。

また、学生の厚生補導に関する調査研究、学生の

課外活動、福利厚生等について審議する機関として

厚生補導委員会があります。

両委員会の平成5年 度の委員は次のとおりです。

〈教務委員会〉

委 員 長

副委員長

委 員

〈厚生補導委員会〉

委 員 長

副委員長

委 員

東

谷

山

平

小

片

佐

菊

吉

海

酒

匡 伸(副 学長)

田 倖 喜(図 書館長)

内 也(第1学 年担当)

渕 次 郎(第2学 年担当)

島 農 汎(第3学 年担当)

村 晃太郎(第4学 年担当)

塚 一(第5学 年担当)

保 良 彦(第6学 年担当)

口 勇太郎

野 寛

進

伸(副 学長)

穂

人

章

洋

一
郎

敏

二

保

次

洋

健

晃

徳
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平成5年 度大学院入学者名簿

郷
伸
澄
志
充
介
介
行
介
宏
則
馨

翫

裕

雄

貴

啓

雅

秀

智
骸

ド

紀

敏

真

剛

け

岬

井

本

江

口

目

部

木

野

森

村

崎

内

藤
ア

モ

河
宮
吉
野
瀕
安
柏
藤
出
野
唐
杣
斉
霧

細胞 ・器官 系 石

細胞 ・器官 系 石

細胞 ・器官 系 小

生体情報調節系 呂

生体情報調節系 海

生体情報調節系 海

生体情報調節系 菊

生体情報調節系 菊

生体情報調節系 牧

生体情報調節系 牧

生体情報調節系 水

生体情報調節系 水

生体情報調節系 小

生体情報調節系 水

生体防御機構系 東

男

男

洋

勉

二

.
一
郎

郎

勲

勲

郎

郎

道

郎

伸

次

次

睦

睦

勝

徳

徳

健

健

廻

廼

秀

廻
匡

平成4年 度学位記受領者名簿

7朋年与授記位学

日

日

日

日

日

日

日

日

日
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日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

3・
3・

3。
3。
肪

墓
25
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お
25
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窮

窮

墓

%

墓

菱
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年

月

月

月

月

月

月

月

月

月
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月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月
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月
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月
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捌叡穏課

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

文

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士

士
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名

一

氏

介

悦

彦

之

幸

博

哉

浩

貴

司

治

夫

真

兜
二

希

子

也

仙

之

彦

介

秀

晴

実

憲

己

和
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日 本 で の 生 活
ア レキサ ン ダーデ ラム

初め に、大 学 ギャ ンパ ス情 報

「か ぐらおか」 の出版 委 員会の

皆様 が、私 に上記 の題 で書 く賞

重 な機 会を 与えて ドさ・Jたこ と

に対 して 、深 く感 謝 の意 を表 し

た い と思 い ま す 。 私 は 西 ア フ リ カ の 大 西 洋 に而 し、

面 積245,857!r方 キ ロ 、5,500,000の 人[を か か え る

ギ ニ ア か ら 来 ま し た1)elamp》uAlexandreDick(D

(デ ラ ム ア レ キ 刃 ン ダ ー デ ィコ)で す 、,ギ ニ ア

は よ く ア フ リ カ の 「給 水 塔rを 呼 ば れ て い ま す 。 そ

れ は 、 ア フ リ カ の 最 も 重 要 な川:ガ ン ビ ア川 、 セ ネ

ガ ル川 、 ニ ゲ ー ル川 等 が ギ ニ ア よ り 発 して い る か ら

で す,,ギ ニ ア は 海 岸 沿 い に広 が る マ ン グ ロ ー・ブ湿 地

帯 、 そ れ よ りisに 続 く川 や 、 深 い 谷 や 滝 の あ る美 し

い 高原 を形 成 して い る の で 、 西 ア フ リカ の 美 しい 国

々 の1つ と 言 え ま す.、 ギ ニ ア の 主 要 な 産 物 は 、 米 、

と うも ろ こ し、 コ ー ラ ー ナ ッツ 、 や し油 、 バ ナ ナ 、

オ レ ン ジ、 ピ ー ナ ッツ 、 カ ン キ圏ツ 類 の 果 物 、 パ イ ナ

ッ プ ル 、 サ ツ マ イ モ 、 タロ イモ 、 ア ナ ナ ス(パ イナ

ッ プ ル の 一 種)で す.,天 然 資 源 で は 、 ギ ニ ア は ボ ー

キ サ イ ト(ア ル ミニ ュ ウ ム の 原 鉱)の 埋 蔵 量 で は世

界 で 最 も 多い 国 の1っ で あ り、 ま た 、 金 、 ダ イ ヤ モ

ン ド、 鉄 も 産 出 して い ます,,

私 は1957年 に ギ ニ ア の 南 部 の セ レ コ レで 生 れ ま し

た 。1982年 に コ ナ ク リ大 学 を 卒業 し、2年 間 ボ ー キ

サ イ ト会 社 病 院(0.F.A.B-C.B.G)で 働 き 、

そ の後 、 イ グ ナ セ デ ィ ー ン記 念 大 学 病 院 の 消 化 器

系 外科 部 に 移 り ま した 。 また 救 急 部 の 部 長 で も あ り

ま した 。 そ して 、 文部 省 奨 学 金 で]本 に 来 て1年 半

を過 ぎた こ と に な り ま すn最 初 の6ケ 月 は 、北 海 道

k'rで 日本 語 を学 び ま した 、,H本 語 の 勉 強 は 難 しい

漢 字 を 覚 え る だ け で な く、 平 仮 名 、 片 仮 名 等 のL-1葉

の 記 憶 に随 分 か か り ま した け れ ど 、 楽 しい も の で し

た 。 英 語 や フ ラ ン ス語 を 学 ぶ 時 に は 、U本 語 ほ ど 時

間 が か か り ま せ ん で した 。1991年10月 よ り水 戸 廼 郎

教 授 の指 導 の も と で 、 胃 癌 の 内 視 鏡 診 断 と外 科 治 療

を学 ぶ た め 旭 川 医 科 大 学 へ 移 り ま した,、 旭 川 市 は 札

幌 と比 べ る と静 か で ゆ っ く りと して い ま す 。 こ の 環

境 の お 陰 で[々 の 日 本 の 生 活 を落 ち 著 い て 学 び 取 る

こ と が で き ま した 、,外 国 で 生 活 す る こ と は 、 言語 、

文 化 、生 活 様 式 等 の 違 い に よ り誰 に と っ て も必 ず し

も容 易 で は あ り ま せ ん,日 本 の生 活 に慣 れ る の に は

苫労 しま した けれ ど も、今 は 、次第 に慣 れて きて快

適 で す、,人々の こと特 に その感情 を理解 するの に、

その国の 文化 を 事前 に学 んで お くこと1よk変 大切 な

こ とだ が、 それ には 、か な りの忍 耐 を必 要と します、,

正 直 に 言って、 冬 はあ ま り好 きで あ るとは 言え ま

せ ん,ど ちらか とい えばベ ル キ・ とか フラ ン スのよ

うな雪 の ほ とん どない 冬 が好 きで 弓ヒ0私 にと って、

日本の 食/＼牛勿iよ害1」に 合 うプノて阜す,、``=天ぷ ら"は イヲ、の

好物 で よ くデザー トと して 項 き ま したr,納 「λの栄 養

価 の高 い点 にっ い て は、 日本の 皆 さhに 異論 を唱 え

ません が、あ の昧 につ いて は 、決 して良 いと はいえ

ません、、これ は」単にf固人的 な感想 で すの'で、悪 しか

らず 、、

私 が中学 生時 代 にflyの 歴 史を学 び ま した が日本

につ いて 具体的 な イメー ジを抱 くこ とはで きません

で した。 目本 にや って 来て、 先 ず初 め に知 りた い と

思 ・・た こと は、1950年 頃 と1990年 の 日本 の 生 活 で

最 も大 きい違 いは何 か と言)こ とで す.,こ の間 に対

して の答 え こそ 日本 の真 の姿 を言い 表わ してい る と

思 うか らです「,人生 は忍 耐で ある と言 う昔 のll本 的

精神 こ そ、 その答 え と思 い ま す、私 達 の あ らゆる行

動 におい て、我慢 強 い こ とは賢X11と言え ます。忍 耐

こ そほか の庭 に咲 か ないよ うな素晴 ら しい花 を咲 か

せ るか らです。

Il本 を去 ったあ と は、私 が学/,.だこと をで きた ら

医療 の分野 で ギニ ア と日本 の 橋渡 し役 を果 たdた め

にぜ ひ役 凱て たい と思 い ます。

最後 に、 まだ時 期的 に少 々早 いと思 い ますが 、ll

本 に滞 在 中 に私 が 、担 当の教授 、神 父様 方、 口本の

ク リスチ ャ ン達 や 全ての団 体 、協 会の人 々か らの激

励 と忠 告 を通 じて受 けた暖 か い もて な しに対 して心

か ら感 謝 を申 し1=げ ます 、,

「難

'

,鉱 勘.

麟恥

x
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細菌 学教 室 モハ マ ド モザ マル ホ ック

(日本 語訳:秋 葉 真理子)

「日本 は 日の 出の 国」 と して

小 学校 で 習 って以 来 、私 はいっ

か 日本に行 って みた い ものだ と

思 い続 けて きま した 。 と言 うの

は、イ ス ラム教徒 は1日 の最初

の聖 なる祈 りを夜 が東の空 か ら徐 々 に明 け る頃捧 げ

ます。10才の冬にモ スク(教 会)で の早朝の祈 りを終 え、

父 と共 に家 に帰 る途 中、私 の周 囲 が 日の 出 とと もに そ

の美 し さに徐 々 に包 まれ 神秘 の世 界へ と光 り輝 き始

め たので した 。こ の壮麗 な日の出 の美 しさが鮮 明 に

私 の心 に焼 き付 き、 日の 出の国 、 日本へ の憧 れ と な

りま した 。幸運 なこ とに文 部 省の国 費留 学生 に選 ば

れ念願の 日本 に来て い ます が、不幸 なこ とに家 族 と

離 れての独 り暮 ら しのた め に朝寝 坊 の習慣 が身 に付

きまだ 日の出 を見 ることがで きません。 日本 には 「早起

きは三文 の得」 とい うこ とわ ざがあ りますので 、一

日も早 く 日の 出 を拝 みた い と思 って い ます。

日本 に来 る前 に、 ある 日本人 が冗 談で こ う言 い ま

した。 「気 をつ けて ね。寒 い旭川 で 雪男 にな らない

よ うにね!」 幸 い なこ と に、2回 目の冬 が過 ぎ一20

℃ の冷 え込 んだ 夜 も経 験 しま した が、雪男 にな るこ

と もな く、元気 に過 ご して い ます。 しか し一度 だ け、

凍 りかけた ことが あ りま した。 あ る夜 の こ と、猛 吹

雪 の音 が して 、屋 根 が吹 き飛 ば され 、雪 の下 に なっ

て しまい ま した 。恐怖 の 叫 び声 をあ げた とた ん に目

が醒 め、夢 だ と気 づ きま した。 しか し私 の代 わ りに

枕 もとの コ ップの水 と水道 管 が凍 って いたの は夢 で

は な く本当 の こ とで した 。寒 さの こと を書 いて いる

うちに、鼻 水や喉 の痛 みが始 まって きま した。 日本

のかぜ は特 に私 に感染 し易 く、治 り難 い よ うで す 。

私 は、現 在、 ウ イル ス学 を専攻 し、生体 の ウ イル

ス感 染 にた い す る抵抗 性 の メ カニズ ム につ いて 研 究

して い ます 。 そのか た わ らに 日本 語 を勉強 してい ま

すので 、す こ しです が 日本 語 がわか る よ うにな って

きま した。 で も、 ま だ まだ 「日本 語 は 難 しい 」 と

実感 して い ます 。

約20ヵ 月間家族 と離 れ、初 め ての 子供 の誕生 にも

立 ち会 えず 寂 しい思 い を して い る私 で す が、 この夏

にはバ ング ラデ シュへ妻子 を迎 え に行 く予 定で す 。

そ して 日本 の とい うよ り、"北 国"北 海道 の生 活 を

家族 で い っ しよに過 ごす こ と を楽 しみ に してい ます。

[二================__

,棚、熱繭凶纈勲灘鰯鶯議
外国 人留学 生 との 日常 の交流 をとお してお互 い の

友好 を深 める こと が、国際 交流 の発 展 に もつ な が り

ます。

現 在 、本 学 に在籍 してい る外 国人留 学生 の方 は、

下記 の表 の とお りで す 。

あい さつ など積極 的 に声 をか けて 下 さい。

(学生 課)

氏 名 通 称 性別

7「 一

国 籍 種 別 期 間 所 属

HoqueAbuNasarEhsanul

ホ ー ク ア ブ ナ サ ー ル エ ー サ ヌル

一 一

ホ ー ク 男
一 一

女

バ ングラ

デ シュ
大学院学生

幽 一

1991.4.1-r

1995.3.31
一

薬 理 学 講 座

談 勇

タ ン ユ ウ
タ ン

一 　

中 国 大学院学生

-一一 一

1992.4.1～

1996.3.31
麻酔 ・蘇生学講座

凄 波 健
ジヤン ポジヤン

ジ ヤ ン 男 中 国

■一 一 一

大学院学生
1992.4.1-

1996.3.31
外科学第=講 座

DelamouAlexandreDicko

デ ラ ム ア レ ク サ ン ドル デ ィ ッコ
デ ラム 男 ギ ニ ア 大学院学生

1991.10.1～

1997.3.31
外科学第二講座

HoqMhammdMozammal

ホ ック モ ハ マ ド モ ザ マ ル
ホ ッ ク 男

バ ングラ

デ シュ
大学院学生

一
1991.10.18--

1997.3.3]
細 菌 学 講 座

-一 一一

DuenasJulioCesar

デ ュエ ニ ア ス フ リ オ セ ッサ ー
ブ リオ 男 ペ ル ー 研 究 生

1992.10.1～

1994.3.3]
産婦人科学講座

,一・F-

SahaShymalKumar

シ ャ ハ シ ャ マ ル ク マ ル
シ ヤハ 男

バ ングラ

デ シユ
研 究 生

1992.10.1～

1994.3.31
生理学第一講座

KhorLeewee

コ ー リ ー ウ ィ
コ ー 男 マ レー シ ア

曹

学 部学生
1991.4.1-

1997.3.31
第3学 年学 生

SantosSeverinoBarbosaDos

サ ン トス セ ベ リ ー ノ バ ル ボ ー ザ ドス
「}

サン トス 男 ブ ラ ジ ル 研 究 生
1993.4.1～

1994.3.31
内科学第三講座

一 俺-

9
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辮 灘 讐麟難 灘
■ 脳神経外科学講座 ■ 田中 達也

脳神経外科学講座は、昭和52年12月 、米増祐吉教

授が旭川医科大学脳神経外科教授として就任 して開

設された。

臨床研究では、米増教授を中心として、腫瘍班は

成人および小児の悪性脳腫瘍の根本的治療、下垂体

腫瘍の治療の研究をおこなっている。脳血管障害班

は、虚血性脳疾患や、クモ膜下出血の治療に関する

研究をおこなっている。神経生理班は難治性てんか

んの外科的治療に積極的に取り組んでいる。教室員

も総勢48名 となり、23名の脳神経外科専門医と11名

の医学博士を輩出している。平成4年 度より名寄市

立病院と北見赤十字病院の脳神経外科が開設され、

旭川医科大学脳神経外科の基幹病院としての活躍が

期待 されている。

基礎的研究は、米増教授指導のもとに、積極的に

行なわれている。当講座 は、開設当時より外国の大

学及び研究施設と交流があり、現在までに11人がア

メリカ、カナダまたはフランスに留学し、帰国後は

最新の研究の知識と手技で後進の研究の指導にあた

ってい る。 〈神 経生 理班 〉 で は、大神 助教 授 を中心

と した 、中枢性 の除痛 の メカ ニ ズム に関 す る基礎 的

な研 究 が行 なわ れ、実験 て ん かんの研 究で は田 中講

師 の開発 した て んかん の慢性 モデ ルは、人 の難 治性

て んかん の症例 に認 め られ る海 馬硬 化 に非 常 に類 以

していることによ り国際的 にも注 目 されてい る。 日本

て んか ん学会 が毎 年表 彰す るJ.A.WADA奨 励 賞

を、昭和58年 度 に田 中講 師 が 、昭和63年 度 は福田 が 、

平 成2年 度 は田中(滋)が 受賞 した 。 また、て んか

ん研究 グルー プ は、 日本 て ん かん治療 研究 財団 の平

成4年 度研 究 褒賞 を受賞 した。 〈病理 班〉 で は代 田

講師 を中心 に臨 床 の手術 標本 およ び実験 的脳 腫瘍 の

免疫組 織学 的研 究 、腫 瘍細 胞 の培 養 、電 子顕微 鏡 に

よる微 細構 造 の研究 お よび橋 爪助 手 の温熱療 法 の基

礎 的研 究等 が行 なわれて い る。 〈脳 循環 代謝 班〉 で

は、川 田助 手 を中心 に、 ラ ッ トの虚 血 モデ ル を用 い

て 、脳 内 の ア ミノ酸 の レセ プ ターの 変動 や 、才 一 ト

ラ ジオ グラ フイー を用い て種 々の代 謝 の変化 を検 討

して い る。 これ らの 成果 は 、国 内お よび国 外の学術

誌 に多数 発 表 してお り、 若 い研究者 の積 極的 な参 加

が期待 されて い る。

(脳神経 外科 講 師)

[======一 一一
一一『=========コ

研峰驚 室 鋼1勲 擁
■ 社会学 ■ 松岡 悦子

あるじ

長 い間社 会学研 究 室の 主で お られ た笹 森 先生 の後

を うけて 、私 がこの 部屋 に住 む よ うにな って2年 半

がた ち ま した。 当初 、社 会学関 係 のぶ厚 い和 書 ・洋

書 が びっ しり並 んで いた本 棚 に、赤 や ピンクの 「女

性 」 と名 のつ く本 が並 び始 め たか と思 うと、今で は

本 棚 の半分 が 「性 」 や 「出 産」 「病気」 「シャーマ ン」

などおよ そ学 問 ら しか らぬ本で埋 めつ く されん ばか

りになって しまい ま した 。悪本 もまた良 本 を駆 逐 し

て しま うので しょうか。 ・つの理 由 は、旭 川 に大 き

な本屋 や図書 館 が ないた め に、以 前 な らば立 ち読 み

す るか 欲 しい時 に借 りに行 け ばよか った よ うな本 ま

で 買 って しま うこ とで す。 この研 究室 の 中で 自分の

研 究 を完 結 させ なけ れば な らない、 い わば閉鎖 系の

中 で研究 して い る辛 さの象徴 ともい え ます。 その意

味 で外 か ら新鮮 な考 え を持 って来 て下 さる学生 は、

私 にとって は まさにマ レビ ト神 のよ うな存在 で す。
ひじり

かって の 日本 の村落 生活 を活気 づ けた の が、聖 や旅

芸人 などの放 浪す る人 々で あ った よ うに 、研究 室 と

い う村落 を活性化 して くれ るの は外 か らや って くる

学生で しょう。その ようなわけで、社 会学 研究室 をた

くさんのマ レビ トが訪れて くれ ることを期 待 しています。

さて私 の研究 テ ーマで す が、医 療人 類学 、中 で も

病 気治 療 と妊娠 ・出 産 が中心 課題 で す。最近 は出産

につ いて 調べ るこ との 方 が多 くなって きて い ます が、

出産 はた だ身体 や医学 の 問題 で あるだ けで な く、女

性 が自分 の体 を コ ン トロー ルす る権 利 とい う点 か ら、

フェ ミニ ズムや政 治 の問題(中 絶 論争 にみ られ る よ

うに)と も関係 して きます。 また 出産 は育児 にっ な

が り ます か ら、女性 の社 会進 出 と子 育 てや社 会政策 、

家族 とい った社 会学 の問題 と もつ な がって きます 。

さらに現 在 の病 院出 産 をテ ーマ にす ると、医 療 にお

け るテ ク ノロ ジーの評価 の問題 や 、近代 医学 の もっ

価値 観 を扱 うこと にも な ります。 そ もそ も出 産 な ど

とい う研究 テー マは、 個人 の生 活 史と密接 に結 びつ

いたテ ーマ なわ けです が、 それ が学 問 と して成 立 す

る背 景 に はフ ェ ミニ ズムや テ ク ノロ ジーの巨 大化 、

出産 ・育 児 ビジネスの成 長 とい った現 代社 会 の抱 え

る状況 があ るわ けです 。

ど うや ら社会 学 や文化 人類 学 とい うの は、良 くも

悪 くも、自分 の 日常生 活 が その まま研 究テ ーマ にな

る学問 、趣 味 と生 活 と職 業 が一致 する とい うとて も

都合 の良 い学問 の よ うで す。

(社会学 助教 授)
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平成4年 度学士学位記授与式
=i,k4{卜1塑'噛芦1:'γf立rl己f受チ}∫℃カご

、31125日(木>

10時30分 か ら 本学 体 育 館 で 挙 行 され ま した.,

式 で は 、室 内 合 奏 団 が4≦ で る調 べ び)な か 、 学 長 よ

り 卒 裳生lli名(う ち 女 ヂ20名)・ 人 ひ と り に学is

学 位�i'.か;iさ ね よLた.

つ い で 学 長 か ら 卒二業 に あ た り式 辞 が 述 べ ら れ ま し

たrl(学 生 課)

平 成5年 度 入 学 式
平成5年 度 入学式 が、4月9日(金)10時 か ら本

学体 育館 におい て挙行 され ま した 、

式 で は、新 人1:100名(う ち女 子35名)を 代 表 し

て相 沢kさ/し が宣 誓.つ い で、学長 式 辞 があ り、新

1人生 は医学 生 と しての 自覚 をあ らた に大学生 活 の ・

歩を踏 み出 しよLた 、、

{学生 課)

削 蜘腰
∴泌 聾 ・、

幽 融 戊恥ド'

新入生研修実施 される
弔 成5f卜 度 新 入 生 研f傷 が4月29日(月 〉・2011(火)

ぴ)r山」日1}月f崔され ま したL,

第1日 目 はA糸 「i、第2日 目 はH糸 且を 郎1象 に 実 方笹 さ

れ ま した,,研1傷 は新 人1を12--13名 の グ ル ー フ に 分

け 、1グ ル ー プ に3名 の 若 丁・教官 が 指 導 に あ た り 、

白 己紹 介 に つ い で 学 生 生 活 全 般 に わ た り助 言 並 び に

懇 談 が 行 わ れ ま した 。(学 生 課)

東医体総合優勝なる!
第351rl凍 日本医 科学 生総 合体 育 大 会は本学 が夏 季

・冬季 大会 を通 し総 合優 勝 をな し遂 け ま した。

これ は第33回 大会 につづ い て2回 目の総 合優勝 と

な ります。

夏季 大 会・で総 会6位 と好 成績 を納 め 、得意 の 冬季

大会で はア イ スホ ッケ ー 、 スキー 女子 が優 勝 、スキ

ー 労子 も準 優勝 と他 大学 を圧 倒 し総 合優勝 の 原動 力

と な りま した、,

第35回 東 日本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会 冬 季 大 会

順位種目 優 勝

自 治

旭 医

北 大

準優勝 第3位

一

旭 医 大

ベスト8

優 勝

準優 勝

1 _
7グ ビ ー

一

一

新 潟
一

群 馬

ア イ スホ ッケ ー 東 京 筑 波一

スキ ー(男 子)

ス キ ー(女 了う

旭 医

札 医

札 医一
秋 田旭 医

旭 医

優 勝

優 勝総 合 成 績 北 大 札 医

【ア ル ペ ン 部 門 】

●男子 スーパーG●

8位 竹田

●男子大回転 ●

真純51立f妾=藤 孝

■女子大回転 ■

準 優勝 飛 世 桂

【クロス カン トリー部門 】

■男子15km■ ■男子8km●

5位 福 永 亮朗 準優勝 有倉 潤

8位 有倉 潤3位 福 永 亮朗

7f玩r.里f丈 二=

■女子5km● ■女子3km■

優勝 由良 智春 優勝 黒 木 文f

準優勝 黒 木 之 ∫・ 準優勝 由 良 智春

5位 辻 由、:己f㌦3位 」上 由言己f

7位 白井和歌f㌦6位 臼11・和歌f

■男子回転 ■

●女子回転■

優勝 飛世 桂

■男子 リレー■

優勝 星野 丈二

田中 和幸

有倉 潤

福永 亮朗

購

第35回東日本医科学生総合体育大会総合成績

麟厩1

顧

名 総 合得人lj、

斗大 学89-一

斗大学177一
医学部76.5

夏季 得,点、 冬 季得 ・1、貢
一

58.5

67
-一一

71.5
一

30.5

10

5
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大学祭実行委員会より

今年 の イベ ン トは 「気 球遊 覧』 で す。

グ ラウ ン ドで6月5日 ・6日 の両 日実施 します。

ぜ ひ体 験 搭乗 して みて 下 さい。

"懸 鴫 ,・

瀦 三「

㌧

還

龍

表 紙 写 真 の 説 明
自動 細胞 解 析 分 取 装置(ELITE)

レー ザ ー ・ビ ーム 中 を通過 重る細胞 などか ら散 乱 した1

レーザ ー光 と蛍 光を測 定 し、DNA最 や細 胞 表面 抗 原 の

種 類や量 を解析 した り、目的の細胞 を分取 する筆設で墜 」

]

辞 職

〃

〃

〃

昇 任

〃

〃

〃

〃

ク

採 用
〃

年

出

〃

停

転

[
〃

教 官 の 異 動
5.3.31

5.3.31

5.3.31

5.4.15

5.4.1

5.4.1

5.9.1

,`i.4.1

5.4.i

;i.5.1

5.4.1

5,4.1

5.4.16

5.9.1

5.4.1

5.4.1

薬 理 学 助 教授 市原 和 夫

泌 尿 器科学 助 教授 徳 中 荘 平

第 一 外 科 講 師 池 田康'郎

産 科婦 人科 講 師 笠 茂 光範

英 語 助 教授 山 崎 雅 人

泌尿 器科 学 助 教授 金r一 茂 男

薬 琿 学 講 師 橋 爪 裕r・

第 ・外 科 講 師 前田 富 與

耳'鼻咽 喉科 講 師 金ぞff建 史

泌 尿 器 科 講 剖i宮1日LII1伸

麻酔 ・蘇生学 助 教授 久保iu宗 宏

物 理 講 師 本 間 龍 也

産 科婦 人科 講 師 川 村 光α/、

放射線 医学 教 授 大 羽 一夫

生 理学 第 二 教 授 森 茂 美

英 語 助 教授 平野 日出征

繋羅難羅嶽慰羅羅羅嶽嶽霧羅嶽羅撚嶽繋羅嶽樂羅羅霧難難繋嶽繋嶽號嶽號凝嶽羅羅

葱

国際交流

糾

吉田 逸朗

毎 年発行 され る旭川 医科 大学職 員 名簿 には、必 ず

何 人 かの国 外滞 在者 が記 載 されて い る,、しか も、 そ

の数 はこ の ところ増 え続 けて い ると い う印象 を受 け

る。旅 行者 と して 通過 す るの では な く、限 られた 期

間で あ って も、異国 の地 に住 み着 いて仕 事 をす るこ

とは、 それ な りの楽 しさもあ るが、「司時…にか な りの

苫労 を伴 う。帰国 した時 、髪 の白 さが目立っ よ うに

なって い た人 も知 って い る し、私 自身の ことで言 え

ば体重 が減 っていた(現 在 は、旧 に復 して、 元の 木

阿弥)な ど、 その苦労 を物 語 る状況 証拠 は数 多 い。

しか も、 その苦労 の内 容 は、仕 事の こ とよ り日常

生 活 に関 わ る事柄 が大半 を占め るU新 しい生活 を始

め るため の準 備 、 す なわ ち住民 登録 手続 きで あ り、

銀 行 口座 の開設 で あ り、住 宅 賃貸 契約で あ り、電 話

設 置手 続 きで あ り、家 族 の医療保 険 契約 で あ り、運

転 免許 証取得 予続 きで あ り、 ほっ とす る間 も無 く、

次 は 日本 食品 の買 い出 しで あ り、 子供 の幼稚 園 入圓

で あ り、熱 を出 した子 供 の受 診 であ り、Visaの 更新

で あ り、車 の排 気 ガ ス検査 で あ り、 なお 、あれ があ

り、これ があ る、,そして こ れ ら全て に関 わる 爵葉 の

問題 。 日本 に居 て さえ面倒 なこ と、 ま して や異 国 の

地 であ って み れば、家 族総 出 で 丸1日 かか る大仕 事

にな る。思 い 出 にな って しま えはヨ裏か しい し、家1族

との 絆 をよ り強 くす るこれ らの体験 もその時点 で は

か な り胃 を痛 くす る事柄 で あ った,,

海 外か ら旭川 医 大に来 て 、1年 あ るいは それ以 土

滞在 して研 究 に従事 す る人の数 が増 加 して い る。細

菌学教 室で もバ ング ラデ シュか らの留学 生 がウ イル

ス学 の研究 を行 なって い る、,これ らの 外国 人留 学生

が 、 日常生 活の こ とでiiの 痛 くなる よ うなこ との無

い よ うにと願 う。出 来る限 りの バ ックア ップ を した

い と思 う。 しか し現 実 には完壁 なバ ックア ップ1よイ{

可能 に近 い。私 がア メリ カに/iliし て いた時 、外 国

人で あ る私 に課 せ られ る諸 手続 き等 に関Lて は 、勤

務 先のボ スや スタ ッフで もよ く解 らない所 が 多か っ

た ら しく、結 局 、私 が 自分で 解決 す る しか無 か ・った

経験 があ るか らだ,,有 難 か 一ったの は 、ボ スや スタ ッ

フが解 らない な りにいつ も気 軽 に相 談 に乗)て くれ

た ことで あ るn国 際 交流 には 、この ご くiり 前の 隣

人 と しての 気遣 い が伏 流 と して流 れて い る.

(細 菌学講座 助 教授)
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